
　江東区議会　令和6年第1回定例会は、2月21日から3月28日までの会期で開催中です。会期中には予算審査特別委員会も開催され、
令和６年度予算が可決されました。鈴木あやこは一般質問・予算審査特別委員会で質疑を行いました。一般質問では、①行政のDX化②
シティプロモーションと観光推進③防災について質問を行いました。
　いずれも令和６年度予算で、皆様からの声を区政に届けた結果予算化が実現されたものであり、大久保区長が目指す重点政策とも一
致しています。引き続き、区民の皆様と定期的な情報発信や意見交換を行い、政策実現に努めてまいります。
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みなさまとの対話や情報発信を江東区のまちづくりに反映しています。 

江東区東陽４−１１−２８　江東区議会新時代の会　

江東区議会議員（無所属）

江東区議会　令和6年第1回定例会　報告 



（１）防災DXについて
防災ホームページのリニューアルに伴う防災学習コンテンツの充実をはかるべき。
【答弁】
新たな防災ホームページには、区の災害対策や備え、発災時の行動を学べるコンテンツを
充実。講習会等の教材への活用については、防災啓発の取組として、災害協力隊リーダー講習会の動画配信を
実施。今後、動画のコンテンツを充実し、出前講座等でより一層の普及を図る。

（２）避難所DXについて
避難所DXは、デジタル技術を活用して避難所の運営を効率化し、避難者の安全と快適性を向上させる取組で、複数の
自治体で実施している。実証実験を行ない、避難所DXを充実すべきであるが、区の見解は？
【答弁】
東京都は、帰宅困難者対策オペレーションシステムを開発中であり、江東区も試験運用に参画している。
都の取組を踏まえ、民間サービスの情報も収集し、避難所でのＤＸ化について検討する。

（3)避難行動要支援者の安否確認のDX化について
避難行動要支援者の安否確認に、オートコール（一斉架電）やLINEなどデジタル技術を活用できないか？
【答弁】デジタル技術の活用は、不足するマンパワーを補完する手法の一つ。他自治体や民間サービスなどの活用に
ついて調査研究する。

鈴木あやこの一般質問　「防災について」（2024年2月２２日）

令和６年度予算で実現した防災分野の主な事業


